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節
電
を
促
す
に
は
ど
う
す
る

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
、
日
本
を
襲
っ
た

東
日
本
大
震
災
と
、
そ
の
後
の
電
力
危
機
。
東

京
電
力
管
内
の
約
２
千
万
k
W
の
発
電
所
が
脱

落
し
、
計
画
停
電
と
節
電
要
請
の
実
施
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
伝
統
的
に
、
地
域
独
占
的
な
電

力
会
社
が
発
電
か
ら
送
電
・
配
電
ま
で
一
貫
し

て
手
掛
け
る
垂
直
統
合
体
制
で
供
給
し
、
世
界

最
高
水
準
の
高
品
質
な
電
気
を
消
費
者
ま
で
送

り
届
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
1
軒
当
た
り
の

年
間
停
電
時
間
も
世
界
最
短
レ
ベ
ル
で
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
そ
の
後
の

各
原
子
力
発
電
所
の
停
止
に
伴
い
、
日
本
が
慢

性
的
に
電
力
不
足
に
陥
る
と
は
、
震
災
前
に
は

誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
視
点
を
海
外
に
向
け
れ
ば
、
常
に

電
力
危
機
が
ど
こ
か
し
ら
で
発
生
し
て
い
ま

し
た
。
有
名
な
事
例
は
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
０
１
年
に
か
け
て
起
き
た
ア
メ
リ
カ
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
電
力
危
機
で
す
。
州
政
府

は
電
力
産
業
の
規
制
緩
和
を
進
め
る
た
め
に
垂

直
分
離
（
注
１
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
電
力

需
要
の
増
加
と
発
電
設
備
の
不
足
に
よ
っ
て
、

電
力
価
格
が
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
一

部
電
力
会
社
に
よ
る
不
適
切
な
価
格
操
作
も
加

わ
り
、
他
の
電
力
会
社
が
軒
並
み
経
営
危
機
に

陥
り
、
電
力
危
機
が
発
生
し
た
の
で
す
。

　
電
力
の
供
給
が
需
要
に
追
い
つ
か
な
い
場
合

は
、
停
電
を
避
け
る
た
め
に
、
消
費
者
が
節
電

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
デ
マ
ン

ド
・
レ
ス
ポ
ン
ス
と
よ
び
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
・
レ

ス
ポ
ン
ス
に
は
、
電
気
料
金
を
上
下
に
変
動
さ

せ
て
電
力
需
要
を
調
節
す
る
タ
イ
プ
と
、
情
報

を
提
供
し
て
節
電
を
促
す
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
次
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
電
力
量
計
（
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
）
を
通
じ
て
、
日
々
集
ま
る
時
間
帯

別
電
力
消
費
量
を
統
計
的
に
処
理
し
て
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
変
動
す
る
電
気
料
金
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
︵
以
下
、
変
動
料
金
）

と
よ
び
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
で
実

施
さ
れ
た
社
会
実
験
に
よ
れ
ば
、
消
費
者
の
電

力
消
費
量
を
10
～
20
％
削
減
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
向
け
節
電
支
援
会
社
と
し
て
異

彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
オ
ー
パ
ワ
ー
で
す
。オ
ー
パ
ワ
ー
は
、

電
力
会
社
の
顧
客
の
電
力
消
費
量
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
顧
客
に
対
し
て
節
電
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
あ
な
た
の
家
庭
は
同

じ
家
族
構
成
の
世
帯
の
平
均
よ
り
電
気
料
金
が

高
い
」と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
知
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
オ
ー
パ
ワ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
た
電
力
会
社
は
、
顧
客
の
電
力
消
費
量

を
２
～
３
％
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い

い
ま
す
。
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要
請
と
価
格
の
ど
ち
ら
が
　
　
　

  
長
持
ち
す
る
か

　
気
に
な
る
の
は
、
二
つ
の
デ
マ
ン
ド
・
レ
ス

ポ
ン
ス
で
あ
る
節
電
要
請
と
変
動
料
金
の
う

ち
、
ど
ち
ら
が
よ
り
効
果
が
大
き
く
、
ま
た
、

よ
り
効
果
が
長
持
ち
す
る
か
で
す
。
そ
う
し
た

問
題
意
識
か
ら
、
私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

２
０
１
２
年
夏
期
、
２
０
１
３
年
冬
期
に
、
経

済
産
業
省
の
支
援
の
下
、
関
西
電
力
、
三
菱
重

工
な
ど
と
協
力
し
て
、
京
都
府
け
い
は
ん
な
学

研
都
市
で
社
会
実
験
を
実
施
し
、
約
７
０
０
世

帯
が
実
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
実
験
参
加
世
帯
に
は
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
と
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
︵
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）（
注
２
）
が

無
料
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
参
加
世

帯
は
ラ
ン
ダ
ム
に
、
①
節
電
要
請
を
行
う
グ
ル

ー
プ
（
以
下
、
節
電
要
請
グ
ル
ー
プ
）、
②
変

動
料
金
を
導
入
す
る
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
変
動

料
金
グ
ル
ー
プ
）、
③
ど
ち
ら
も
行
わ
な
い
グ

ル
ー
プ
に
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
①
の
節
電
要
請
グ
ル
ー
プ
に
は
、
電
力
の
需

給
が
逼
迫
す
る
夏
期
の
15
日
間
と
冬
期
の
21
日

間
、
前
日
の
夕
方
に
、「
○
月
○
日
の
午
後
１

時
か
ら
４
時
の
間
、
電
力
の
使
用
を
お
控
え
く

だ
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

一
方
、
②
の
変
動
料
金
グ
ル
ー
プ
に
は
、
①
と

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
○
月
○
日
の
午
後
１

時
か
ら
４
時
の
間
、
電
気
料
金
が
○
円
に
値
上

が
り
す
る
の
で
、
電
力
の
使
用
を
お
控
え
く
だ

さ
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
基
に
、
時
間
帯
別
の
電
力
消
費
量
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を
見
る
こ
と
で
、
③
ど
ち
ら
も
行
わ
な
い
グ
ル

ー
プ
と
比
較
し
て
、
①
節
電
要
請
グ
ル
ー
プ
、

②
変
動
料
金
グ
ル
ー
プ
の
電
力
消
費
量
が
ど
れ

だ
け
低
か
っ
た
か
と
い
う
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果

（
電
力
需
要
が
最
も
多
い
時
間
帯
の
電
力
消
費

を
抑
え
る
効
果
）
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
際
、
節
電
の
行
動
変
容
が
持
続
す
る

か
ど
う
か
三
つ
の
心
理
学
的
視
点
か
ら
効
果
を

検
証
し
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
節
電
要
請
、
変
動
料
金
と
い
う
介

入
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
返
し
た
と
き
に
、
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
効
果
は
持
続
す
る
か
ど
う
か
。
介
入
に

慣
れ
て
効
果
が
減
衰
す
る
こ
と
を
、
心
理
学
で

「
馴じ
ゅ
ん
か化
」
と
よ
び
ま
す
。
分
析
の
結
果
︵
図
表

参
照
）、
夏
期
に
お
い
て
①
節
電
要
請
は
、
当

初
こ
そ
８
％
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
す

ぐ
に
効
果
が
落
ち
ま
し
た
︵
馴
化
）。
他
方
で
、

②
変
動
料
金
は
、
一
貫
し
て
15
％
前
後
の
効
果

が
持
続
し
ま
し
た
（
非
馴
化
）。

　
第
二
に
、
夏
期
の
介
入
後
、
冬
期
に
介
入
を

繰
り
返
し
た
と
き
に
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
の

復
活
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
間
隔
を
と
っ
て

介
入
す
る
と
、
効
果
が
復
活
す
る
こ
と
を
「
脱

馴
化
」
と
よ
び
ま
す
。
分
析
の
結
果
、
①
節
電

要
請
は
、
夏
期
の
効
果
と
ま
っ
た
く
同
じ
パ
タ

ー
ン
を
描
き
︵
脱
馴
化
）、
一
度
効
果
が
復
活

し
た
あ
と
、
再
び
効
果
が
落
ち
ま
し
た
︵
再
馴

化
）。
他
方
で
、
②
変
動
料
金
は
、
冬
期
も
約

20
％
の
効
果
が
持
続
し
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
夏
期
の
実
験
終
了
後
に
介
入
を
取

り
除
い
て
も
、
秋
期
に
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
が

残
る
か
ど
う
か
の
「
習
慣
形
成
」
を
検
証
し
ま

し
た
。
分
析
の
結
果
、
①
節
電
要
請
は
、
秋
期

に
ま
っ
た
く
効
果
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

他
方
、
②
変
動
料
金
は
、
秋
期
に
約
８
％
の
効

果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
冬
期
の
実
験
後
の
春
期

も
、
節
電
要
請
、
変
動
料
金
と
も
に
、
夏
期
の

実
験
後
の
秋
期
と
ま
っ
た
く
同
様
の
習
慣
形
成

パ
タ
ー
ン
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
節
電
要
請
で
人
間
の
善
意
に

訴
え
か
け
る
や
り
方
で
は
、
最
初
の
数
日
は
確

か
な
効
果
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
効
果
は
す
ぐ

に
馴
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
善
意
に
頼
る
だ
け
で
は
効
果
に
限
界

が
あ
り
、
正
し
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
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重
い
腰
を
上
げ
さ
せ
る
に
は

　
変
動
料
金
が
、
馴
化
し
な
い
持
続
的
な
節
電

効
果
を
促
す
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、

実
際
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
変
動
型
電
気
料
金
が
普

及
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
力
の

需
給
の
逼
迫
に
関
わ
ら
ず
、
電
気
料
金
は
一
定

の
ま
ま
で
す
。そ
れ
は
一
体
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
は
、
経
済
理
論
で
は
説
明
が
つ
か
な
い

保
守
的
な
コ
コ
ロ
の
ク
セ
で
あ
る
「
現
状
維
持

バ
イ
ア
ス
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
臓
器
移
植
同
意
率
を
見
て
み
る

と
、
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
（
希
望
す
る
人
は
自
ら

の
意
志
で
加
入
）
を
採
用
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー

ク
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
で
は
20

％
以
下
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
オ
プ
ト
ア

ウ
ト
方
式
（
強
制
加
入
の
あ
と
希
望
し
な
い
人

は
自
ら
の
意
志
で
脱
退
）
を
採
用
し
て
い
る
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ベ

ル
ギ
ー
で
は
90
％
以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

２
０
１
４
年
夏
期
に
、
経
済
産
業
省
の
支
援
の

下
、
東
芝
、
東
京
電
力
な
ど
と
協
力
し
て
、
横

浜
市
で
社
会
実
験
を
実
施
し
、
約
２
０
０
０
世

帯
が
実
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
で
の
実
験
と

同
様
に
、
す
べ
て
の
実
験
参
加
世
帯
に
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
と
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
無
料
で
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
実
験
参
加
世
帯
は
ラ
ン
ダ

ム
に
、
①
オ
プ
ト
イ
ン
勧
誘
を
受
け
る
グ
ル
ー

プ
（
以
下
、
オ
プ
ト
イ
ン
グ
ル
ー
プ
）、
②
加

え
て
情
報
提
供
も
受
け
る
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、

情
報
提
供
グ
ル
ー
プ
）、
③
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ・イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
受
け
る
グ
ル
ー
プ（
以

下
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
グ
ル
ー

プ
）、
④
い
ず
れ
も
行
わ
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
に

割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
①
の
オ
プ
ト
イ
ン
グ
ル
ー
プ
に
は
、
変
動
料

金
へ
の
オ
プ
ト
イ
ン
を
誘
い
ま
す
。
②
の
情
報

提
供
グ
ル
ー
プ
に
は
、
前
年
度
電
気
使
用
デ
ー

タ
を
基
に
、
変
動
料
金
に
オ
プ
ト
イ
ン
す
れ
ば

ど
れ
ほ
ど
お
得
に
な
る
か
と
い
う
情
報
（
シ
ャ

ド
ー
ビ
ル
情
報
）
を
与
え
ま
す
。
③
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
シ

ャ
ド
ー
ビ
ル
情
報
に
加
え
て
、
６
０
０
０
円
を

報
奨
金
と
し
て
与
え
ま
す
。

　
実
験
で
は
、
電
気
料
金
を
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
k
W
h
当
た
り
45
円
に
設
定
し
ま
し
た

（
こ
の
よ
う
な
変
動
料
金
を
タ
イ
ム
・
オ
ブ
・

ユ
ー
ス
︵
Ｔ
Ｏ
Ｕ
）
と
よ
び
ま
す
）。
そ
の
う

え
で
、
電
気
の
需
給
が
逼
迫
し
そ
う
な
15
日
間

を
選
び
、
電
気
料
金
を
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
k
W
h
当
た
り
1
0
0
円
に
引
き
上
げ
ま
し

た（
こ
の
よ
う
な
変
動
料
金
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル・

ピ
ー
ク・プ
ラ
イ
ス
︵
Ｃ
Ｐ
Ｐ
）
と
よ
び
ま
す
）。

ま
た
、
収
入
中
立
性
（
新
旧
変
動
料
金
の
差
額

が
年
間
を
通
じ
て
平
均
と
な
る
条
件
）
を
仮
定

し
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
は
k
W
h
当
た
り
21
円
に

引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
オ
プ
ト
イ
ン
加
入
率
は
ど
う
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
①
の
オ
プ
ト
イ
ン
グ
ル

ー
プ
で
は
、
予
想
通
り
、
加
入
率
は
16
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
②
の
情
報
提
供
グ
ル
ー
プ
で

は
、
加
入
率
は
倍
の
31
％
に
な
り
ま
し
た
。
し

24
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図表　節電要請と変動料金の馴化効果（2012 年夏期）
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か
し
、加
入
率
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

③
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
グ
ル
ー

プ
で
は
、
加
入
率
は
３
倍
の
48
％
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
６
０
０
０
円
の
報
奨
金
を
も
ら

え
る
の
で
す
か
ら
、
加
入
率
は
ま
だ
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
変
動
料
金
に
加
入
し
た
人
に
限
っ
た

節
電
効
果
（
ネ
ッ
ト
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
）

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｃ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、
①

の
オ
プ
ト
イ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
32
％
、
②
の
情

報
提
供
グ
ル
ー
プ
で
は
16
％
、
③
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
グ
ル
ー
プ
で
は
19
％
で

し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｕ
に
関
し
て
、
①
の
オ
プ

ト
イ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
19
％
、
②
の
情
報
提
供

グ
ル
ー
プ
で
は
６
％
、
③
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
グ
ル
ー
プ
で
は
11
％
で
し
た
。

　
オ
プ
ト
イ
ン
勧
誘
で
は
、
や
る
気
の
あ
る
人

が
変
動
料
金
に
加
入
す
る
の
で
、
効
果
が
大
き

い
の
で
す
が
、
シ
ャ
ド
ー
ビ
ル
情
報
提
供
に
よ

れ
ば
、
情
報
提
供
を
受
け
て
お
得
だ
と
考
え
る

人
（
や
る
気
の
な
い
人
）
が
変
動
料
金
に
加
入

す
る
の
で
、
効
果
は
小
さ
い
の
で
す
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
れ
ば
、
加
入
率

は
大
き
く
な
り
、
効
果
も
そ
こ
そ
こ
残
る
の
が

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
、
加
入
率
と
ネ
ッ
ト
・
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
効
果
を
掛
け
合
わ
せ
た
ト
ー
タ
ル
・
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
効
果
（
加
入
し
な
か
っ
た
世
帯
も
含
め

た
グ
ル
ー
プ
全
体
の
効
果
）
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
Ｃ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、
①
の
オ
プ
ト
イ
ン
グ

ル
ー
プ
で
は
５
％
、
②
の
情
報
提
供
グ
ル
ー
プ

で
は
５
％
、
③
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
グ
ル
ー
プ
で
は
９
％
で
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｕ
に

関
し
て
、
①
の
オ
プ
ト
イ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
３

％
、
②
の
情
報
提
供
グ
ル
ー
プ
で
は
２
％
、
③

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
グ
ル
ー
プ

で
は
６
％
で
し
た
。

　
オ
プ
ト
イ
ン
勧
誘
に
よ
れ
ば
、
加
入
率
は
低

い
で
す
が
、
や
る
気
の
あ
る
人
が
加
入
す
る
の

で
、
ト
ー
タ
ル
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
は
大
き

く
な
り
ま
す
。
シ
ャ
ド
ー
ビ
ル
情
報
提
供
に
よ

れ
ば
、
加
入
率
は
倍
に
な
り
ま
す
が
、
や
る
気

の
な
い
人
が
加
入
す
る
の
で
、
ト
ー
タ
ル
・
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
オ
プ
ト
イ
ン
勧
誘
と
シ
ャ
ド
ー
ビ
ル

情
報
提
供
の
間
で
は
、
加
入
率
と
ネ
ッ
ト
・
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
あ
る
の

で
、
ト
ー
タ
ル
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
で
見
れ

ば
、
同
水
準
に
落
ち
着
く
の
で
す
。
し
か
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
れ
ば
、

加
入
率
は
３
倍
に
な
り
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
・
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
も
そ
こ
そ
こ
残
る
の
で
、
ト

ー
タ
ル
・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
は
２
倍
近
く
に

な
る
わ
け
で
す
。

4

  

人
間
と
機
械
の

  

持
ち
つ
持
た
れ
つ

　
今
、
話
題
の
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
に
話
題
を

移
し
ま
し
ょ
う
。
セ
ン
サ
ー
技
術
が
発
展
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
続
が
、
ヒ
ト
・
モ
ノ

を
問
わ
ず
、
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、「
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Io
T
）」
と
よ
び

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
、
家
庭
が
使
っ

た
電
気
消
費
量
の
情
報
を
、
無
線
を
通
じ
て
、

電
力
会
社
や
デ
ー
タ
会
社
の
サ
ー
バ
ー
に
自
動

転
送
す
る
Io
T
技
術
の
一
種
で
す
。
電
力
会

社
は
、
小
売
全
面
自
由
化
に
伴
い
、
２
０
２
０

年
代
初
頭
に
は
、
全
国
５
０
０
０
万
世
帯
に
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
を
宣
言
し

て
い
ま
す
。

　

全
世
帯
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
導
入
さ

れ
、
30
分
ご
と
の
電
気
消
費
量
が
自
動
収
集
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
さ
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

で
す
。
消
費
者
・
電
力
会
社
・
家
電
メ
ー
カ
ー

な
ど
が
、
電
気
消
費
量
を
基
に
し
て
、
新
た
な

節
電
対
策
を
考
案
し
た
り
、
遠
隔
操
作
可
能
な

ス
マ
ー
ト
家
電
の
開
発
を
競
っ
た
り
す
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、
説
明
し
た
私
の
節
電
実
験
は
、

Io
T
を
活
用
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
有
効
利
用

の
代
表
的
な
事
例
で
す
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
を

収
集
・
分
析
し
、
価
格
や
ナ
ッ
ジ
（
注
３
）
を

実
験
参
加
者
に
提
供
し
て
も
、
そ
れ
を
受
け
止

め
、
判
断
し
、
行
動
す
る
の
は
消
費
者
側
の
自

発
的
意
思
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
私

は
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
デ
マ
ン
ド
・
レ
ス
ポ
ン
ス
」

と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

人
間
の
合
理
性
に
は
限
界
が
あ
り
、
与
え
ら
れ

た
情
報
に
対
し
て
、
ど
れ
だ
け
有
効
に
反
応
で

き
る
の
か
、
疑
問
が
残
り
ま
す
。
自
動
化
技
術

を
援
用
し
て
、
電
力
会
社
の
サ
ー
バ
ー
や
家
庭

の
家
電
製
品
の
側
で
、
最
適
な
節
電
行
動
を
自

動
的
に
実
現
し
て
く
れ
る
ス
マ
ー
ト
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、
私
は
「
オ
ー
ト
・

デ
マ
ン
ド
・
レ
ス
ポ
ン
ス
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
オ
ー
ト
に
向
か
う
ス
マ
ー
ト

化
に
筋
道
を
付
け
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
す
。
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